
福田市長の天下り見解のブレ 

項目/見解等 選任方法 福田市長見解（議会答弁より） 一般的な見解 

市職員の再就職 団体による採用。 年収 500 万円以下で退職金もない

ので、一般的な天下りと言えない。 

役所が仕事を斡旋し、退職後の職員

を再就職させていることが、天下り。 

副市長人事 市長の指名によ

り、議会で同意。 

特別職で議会選任だから天下りと言

えない。 

議会同意の過程があるため、天下りと

言えない。 

市長公選 市民による公選。 国家公務員出身者が市長になるの

はすべて天下り。 

公選というプロセスを踏んでいるため

に天下りではない。 

職員の再就職による天下りは、人事化していることが問題。副市長が議会選任の同意で、市長は公選である。選任方法が

厳しい方が天下りではないはずだが、見解が統一されていない。 
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福田新市長、天下り見解、早々にブレ！ 

 

川崎市長選挙が行われ、初めての議会でした。今回

の議会では、平成２６年度の消費税増税に伴う関係制

度整備が中心になっていましたが、市長が交代したこ

とで、新市長の公約について、たくさんの質疑が飛び

交いました。 

とりわけ、天下り廃止、待機児童を１年でゼロにす

る公約を始め、中学校給食導入の具体策、市内分権の

具体策について等、各会派の代表質問や各議員の一般

質問では、それぞれに厳しい追及がありました。 

これらの厳しい追及は、市議会の多数が市長を応援

しなかったということではなく、大雑把な公約に対し、

詳しく質問したところ、市長答弁からは具体的な見解

が何ひとつ見えて来なかったからだと思います。 

代表質問の答弁では、庁内のプロジェクトチームを

作っていくという答弁が３つありました。待機児童、

中学校給食、市内全域の WiFi 化計画の３つでした。

「役人市長は会議室で決める」と、これまでの市長を

批判していたものの、プロジェクトチームというのは、

庁内会議のことですので、実態上は何の変化もありま

せん。加えて、もっとも大切な財源の問題についても

市長の考えがないため、実効性の面で課題山積なこと

が明らかになりました。また、公務員の天下りを廃止

するという公約を掲げながら、「川崎市職員の再就職

は、再就職先から退職金をもらっていないという点で、

一般的な天下りではない」など、市長の勉強不足によ

るそもそもの見識を疑われる答弁でした。 

そんな議会前半戦の代表質問の答弁だったため、私

は市長が筆頭に掲げていた市内分権をはじめとした

市長の公約についての一般質問を行いました。 

また、「東京オリンピック・パラリンピック２０２

０に向けた川崎市の考え方について」という今後のビ

ジョンについても、質疑しました。実効性ある答弁と

いう意味で市長に期待できないと判断し、副市長・局

長に答弁を求めました。 

 

東京オリンピック・パラリンピック 2020 について 

国ではスポーツ行政の一元化を目指し、急ピッチで

スポーツ庁創設に向けた作業が進められています。 

ご存知のとおり、２０２０年東京大会はコンパクト

な大会という特徴を持っており、隣接する川崎市の位

置づけは大変重要になってきます。 

ロンドン大会ではパラリンピックが大きく注目さ

れることになり、東京大会での期待は高まります。 

東京都では、2016 年大会の落選を契機にいち早くス
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ポーツ行政の一元化を進め、2020 年大会に向け、更

なる部局改編も進められています。 

そこで川崎市における障がい者スポーツの課題と、

その課題対策に向けたスポーツ行政の一元化の可能

性について質問しました。さらに、パラリンピックは

オリンピック閉会後１週間で開会となるため、パラリ

ンピックの事前合宿誘致をどのように進めるか。そし

て、まちづくりのユニバーサル化（だれもが利用でき

る）が大切になるが、現在の計画に対し、2020 年に

目標を再設定してはどうか。最後に、世界から障がい

者が集うパラリンピックであるため、川崎市で進める

ウェルフェアイノベーション（福祉産業）の目標の再

設定とホテルや公共交通機関などとの連携・協力につ

いての今後の可能性について質問しました。 

今年の９月７日に招致が決まったため、まだ制度整

備中である案件も多く、「これから」と言う答弁が多

かったわけですが、市民スポーツ全般について、日頃

利用できる施設や設備が不足しているという点は、障

がいのあるなしに関わらず共通課題と言えます。 

ただ、スポーツ・まちづくり・福祉産業の７年後へ

の目標を再設定することは大切です。オリンピックを

契機として、パラリンピックを考えると、スポーツ参

加のユニバーサル化をはじめ、福祉技術や我が国のま

ちづくりを世界に PR できる機会になると考えると、

平成 32 年（2020 年）が新しい出発点になるわけです。

そういった意味で、答弁は「これから」。でも、ちょ

っと先取りした提案の質問になりました。 

 

市内分権と市長の公約について 

「市民市長は身近なことは区で決める。予算と権限

を区に委譲」と公約の筆頭にしていた福田紀彦新市長。 

代表質問で何ひとつ具体的な答弁がなかった上で、

「国の動向を注視しながら検討していく」という答弁

の繰り返し。 

川崎市らしい地方自治のあり方を示し、その中で国

の制度で変更すべき点があれば、法令改正等を提案し

ていくのが、そもそもの市長の役割。 

まして、前市長や選挙戦での対抗馬の元国家公務員

の候補者を「役人市長は会議室で決める」と批判し、

「天下り市長」という表現でネガティブキャンペーン

を張ってきたにも関わらず、「国の動向注視」と就任

早々、国の動向に捕われる政治姿勢に不信感を抱きま

した。 

そこで、そもそも公選の市長について「天下り市長」

と言うので、その定義を質問。すると、驚くことに、

定義を答えられない上に、国家公務員経験者は全員天

下りだということでした。すると、公設秘書経験のあ

る福田市長は国家公務員経験者ゆえに、福田市長の見

解だと「天下り」になります。 

詳しくは以下の新聞記事でも取り上げられていま

すが、天下りという表現で、公務員経験があるという

だけで、いたずらに根拠のない批判を助長することに

悪意を感じる上に、答弁の不誠実さが、政治姿勢に現

れていることを残念に思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月本たくや 検索 

月本たくや政務調査事務所 

麻生区栗平 1-5-32 ベアーズハイム 101 号 

ＴＥＬ 044(986)6010  FAX 044(986)6011 

月本たくやプロフィール 

昭和 53 年 大阪府豊中市生まれ。神奈川大学法学部法律学科卒業後、建築設備メーカーに就職。 

川崎市長 阿部孝夫 政務秘書、衆議院議員 山内康一 公設第二秘書（麻生区・国会担当）、みんなの党本部事務局

（兼任）を経て、平成 23 年 川崎市議会議員初当選。みんな川崎市議会議員団長（交渉会派最年少）、川崎市農業

委員（議会推薦）、議会運営委員、議会運営検討協議会委員等を経て、平成 25 年 5 月より無所属。 

現在 川崎市議会議員（麻生区選出、市民委員会） NPO 法人防災・防犯ネットワーク理事・麻生支部長 

麻生区白鳥在住 家族：妻 
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